
＜４＞広 　 報　 い 　な 　 が 　わ 平成１４年( 2 0 0 2年)６月１日＜５＞

▼ のびのびと、気持ちのよ

い字です。

新開
しんかい

彩香
あやか

さん（３年）
▼ 楽しそうに、生き生きと書けたね。

森下
もりした

栞
しおり

さん（１年）

▲ のびのびとかけて、とても楽しそ

うだね。

佐伯
さえき

紀哉
かずや

くん（１年）

▲ 学校で初めての習字。

形よく書けました。

武藤
むとう

大将
だいすけ

くん（３年）

大 島 小 学 校

医　療　機　関
猪名川町
生駒病院
今井病院
貴田医院
中村内科クリニック
船田医院
森内科小児科医院
クリニックヤマガミ
坂田診療所
杉生診療所
川西市内
岡林クリニック
しまお小児科医院
高橋産婦人科医院
田畑クリニック
宮田医院
宮本内科小児科医院
浦クリニック
元木クリニック
織田内科診療所
戸田医院
宍戸医院
清水内科循環器科
広岡医院
ゆあさ内科
前西医院
坂本医院
福井医院
渡部医院
大江内科胃腸科
神田内科小児科医院
中村小児科医院
吉田医院
西岡内科医院
協立温泉病院
つちたにクリニック
ベリタス病院
上月医院
河野産婦人科
武田外科
辻医院
橋本整形外科
つづみがたきクリニック
富山医院
栗崎整形外科
石島診療所
協立病院
酒井内科
間瀬内科クリニック
北川医院
九十九記念病院
大道産婦人科
どひ整形外科
藤末医院
宮崎医院
山本クリニック
加藤産婦人科
杉町医院
小松外科
阪本医院
川口医院
前田医院
礒崎医院
三浦医院
前田内科クリニック

電話番号

66-0172
66-0030
66-0003
66-2100
66-1300
66-0727
66-6368
66-5200
69-0015

95-1070
99-0810
99-0001
99-4765
98-1003
99-0333
99-4111
95-0066
94-0567
94-7778
94-1196
94-9192
94-3080
95-1706
94-8208
94-2131
94-2335
93-0329
93-0501
93-0502
93-8002
93-0646
93-7705
92-1301
92-8247
93-7890
92-3331
93-5573
93-5570
92-6181
92-4566
92-8321
57-3051
55-5222
58-1699
58-1131
55-1937
57-0086
57-0130
59-9020
59-3608
58-0606
59-2952
59-3345
55-3511
59-0485
58-8470
58-8520
59-1125
59-2022
57-0886
59-7938
59-2404
55-0053

所在地

広根
北田原
若葉
白金
松尾台
伏見台
伏見台
紫合
鎌倉

美山台
清和台西
清和台東
清和台東
清和台東
清和台東
けやき坂
東畦野
見野
見野
大和西
大和西
大和西
大和西
大和西
大和東
大和東
緑台
向陽台
向陽台
向陽台
向陽台
水明台
平野
新田
新田
多田桜木
多田桜木
多田桜木
多田桜木
多田桜木
鼓が滝
萩原台西
萩原台東
中央町
中央町
中央町
中央町
栄町
栄町
小花
小花
小花
小花
小花
小戸
小戸
栄根
栄根
久代
花屋敷
南花屋敷
南花屋敷
南花屋敷

基
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○
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○
○
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○
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○
○
○
○
○
○
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○
○
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○
○
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○
○
○

医
療
機
関
で
健
康
診
査
が
受
け
ら
れ
る

「
個
別
検
診
」
が
６
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

年
に
一
度
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
自
分
の
健

康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
､

生
活
習
慣
を
見
直
し
ま

し
ょ
う
。

▽
内
容

基
本
健
診
（
身
体
計
測
、
検
尿
、

血
圧
測
定
、
血
液
検
査
、
心
電
図
）
、
肺
が

ん
検
診
（
胸
部
Ｘ
線
直
接
撮
影
）
、
子
宮
頸

が
ん
検
診
（
細
胞
診
）
、
乳
が
ん
検
診
（
触

診
）
、
大
腸
が
ん
検
診
（
便
潜
血
反
応
２
回

法
）
で
す

※
大
腸
が
ん
個
別
検
診
は
今
年
度
か
ら
開

始
し
ま
す

▽
期
間

６
月
１
日
〜
11
月
30
日

▽
実
施
場
所

左
表
の
と
お
り

▽
対
象
・
料
金

基
本
健
診
＝
35
歳
以

上
・
無
料
、
肺
が
ん
検
診
＝
30
歳
以
上
・
１

０
０
０
円
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検

診
＝
30
歳
以
上
の
女
性
・
各
１
０
０
０
円
、

大
腸
が
ん
検
診
＝
30
歳
以
上
・
５
０
０
円

（
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
検
診
も
昭
和
12
年
以

前
と
昭
和
27
年
生
れ
の
人
は
無
料
）

▽
注
意
事
項

①
各
検
診
は
年
度
内
に
１

回
の
受
診
と
な
り
ま
す
（
町
ぐ
る
み
健
診
、

総
合
健
診
を
受
け
た
人
や
受
け
る
予
定
の
人

は
受
診
で
き
ま
せ
ん
）
②
個
別
検
診
で
は
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
と
前
立
腺
が
ん
検
診
を
行

い
ま
せ
ん
（
こ
れ
ら
の
検
査
を
希
望
す
る
人

は
、
町
ぐ
る
み
健
診
を
利
用
く
だ
さ
い
）

申
込
み
は
、
直
接
各
医
療
機
関
へ
。

骨
粗
し
ょ
う
症
の
個
別
検
診
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
申
込
方
法
が
前
記
の
個
別

検
診
と
は
違
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。▽

期
間

６
月
１
日
〜
11
月
30
日

▽
実
施
場
所

今
井
病
院

▽
対
象

30
歳
以
上
の
女
性

▽
料
金

１
０
０
０
円
た
だ
し
､

昭
和
12

年
以
前
と
昭
和
27
年
生
れ
の
人
は
無
料

申
込
み
は
、
前
日
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー

�
66
・
１
０
０
０
へ
。

国
民
健
康
保
険
Ｑ
＆
Ａ

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
経

済
的
に
心
配
す
る
こ
と
な
く
安
心

し
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か
れ
る
よ

う
に
、
す
べ
て
の
人
は
な
ん
ら
か

の
医
療
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）
は
、
職
場
の
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
な
い
人
や
生
活
保
護

を
受
け
て
い
な
い
人
が
加
入
す
る

医
療
保
険
制
度
の
こ
と
で
、
私
た

ち
が
支
払
う
自
己
負
担
金
や
保
険

税
、
国
な
ど
か
ら
の
補
助
金
を
財

源
と
し
て
市
町
村
が
運
営
し
て
い

ま
す
。

町
内
に
住
所
を
有
す
る
次
の
よ

う
な
人
で
、
職
場
の
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
な
い
人
は
す
べ
て
国

保
の
加
入
者
と
な
り
ま
す
。
（
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
人
は
除
く
）

▽
農
林
漁
業
、
商
店
主
、
自
営

業
者
等
自
分
で
事
業
を
営
ん
で
い

る
人▽

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

一
定
の
収
入
は
あ
る
が
、
職
場
の

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
人

▽
年
金
生
活
者
等
で
、
他
の
社

会
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
と
な
っ

て
い
な
い
人

長
い
間
勤
め
た
会
社
を
退
職
し
、

年
金
を
受
け
て
い
る
人
と
そ
の
家

族
で
、
次
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る

人
は
「
退
職
者
医
療
制
度
」
で
医

療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

年
金
証
書
を
受
け
た
ら
す
ぐ
に
年

金
証
書
、
保
険
証
、
印
鑑
を
持
っ

て
保
険
住
民
課
国
保
係
の
窓
口
に

届
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

▽
老
人
保
健
に
該
当
し
て
い
な

い
人
（
70
歳
未
満
の
人
）

▽
厚
生
年
金
、
各
種
共
済
組
合

な
ど
の
老
齢
年
金
や
退
職
年
金
な

ど
の
受
給
者
で
、
そ
の
加
入
期
間

が
20
年
以
上
あ
る
か
、
40
歳
以
降

に
10
年
以
上
あ
る
人

退
職
被
保
険
者
が
診
療
を
受
け

た
場
合
、
個
人
負
担
は
次
の
よ
う

に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

▽
本
人
負
担
　
入
院
・
通
院
と

も
３
割
か
ら
２
割
に

▽
被
扶
養
者
　
入
院
の
み
３
割

か
ら
２
割
に

国
保
の
財
源
と
な
る
保
険
税
は
、

そ
の
年
に
必
要
な
医
療
費
か
ら
、

国
な
ど
か
ら
の
負
担
、
病
院
な
ど

で
支
払
う
自
己
負
担
分
を
除
い
た

分
が
１
年
間
の
保
険
税
で
賄
わ
れ

ま
す
。（
各
世
帯
の
保
険
税
は
負
担

の
公
平
を
基
本
に
次
の
よ
う
に
算

出
し
ま
す
）

【
医
療
給
付
分
】

▽
平
等
割
＝
１
世
帯
当
た
り
３

万
円▽

均
等
割
＝
加
入
者
１
人
当
た

り
２
万
８
０
０
０
円

▽
所
得
割
＝
（
被
保
険
者
の
前

年
所
得
｜
33
万
円
）
×
５
・
３
％

▽
資
産
割
＝
固
定
資
産
税
額
×

25
％

【
介
護
納
付
金
分
】

▽
平
等
割
＝
１
世
帯
当
た
り
３

０
０
０
円

▽
均
等
割
＝
加
入
者
１
人
当
た

り
７
０
０
０
円

▽
所
得
割
＝
（
被
保
険
者
の
前

年
所
得
｜
33
万
円
）
×
０
・
５
％

▽
資
産
割
＝
固
定
資
産
税
額
×

３
％国

保
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
以

上
64
歳
ま
で
の
人
は
、
〔
医
療
給
付

分
〕
と
〔
介
護
納
付
金
分
〕
を
合

わ
せ
た
合
計
額
を
、
国
保
の
保
険

税
と
し
て
世
帯
主
が
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
険
税
は
国
保
運
営
の
大
切
な

財
源
で
す
。
保
険
税
を
納
め
な
い

で
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
。
災
害
な
ど
の
特

別
な
事
情
が
な
い
の
に
１
年
以
上

保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
保
険

証
の
返
還
や
給
付
の
差
し
止
め
な

ど
の
措
置
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

世
帯
の
所
得
が
一
定
金
額
以
下

の
場
合
、
保
険
税
の
均
等
割
・
平

等
割
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
こ
の
軽

減
制
度
に
は
次
の
表
の
よ
う
に
７

割
軽
減
、
５
割
軽
減
、
２
割
軽
減

が
あ
り
ま
す
。

２
割
軽
減
の
注
意
　
申
請
不
要

Ｑ
国
保
に
加
入
す
る
の
は

ど
ん
な
人
？

Ｑ
退
職
者
医
療
制
度
っ
て

ど
ん
な
制
度
？

Ｑ
国
民
健
康
保
険
税
の

決
め
方
は
？

な
７
割
・
５
割
軽
減
と
違
い
、
２

割
軽
減
の
適
用
を
受
け
よ
う

と
す
る
人
は
申
請
が
必
要
で
す
。

（
該
当
者
に
は
、
申
請
書
を
送
付
す

る
予
定
で
す
）

保
険
税
な
ど
の
納
付
を
口
座
振

替
に
す
る
と
、
金
融
機
関
か
ら
自

動
的
に
支
払
わ
れ
ま
す
の
で
、
納

付
忘
れ
が
な
く
便
利
で
確
実
に
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
口
座
振
替
は
こ
ん
な
に
便
利
】

▽
納
期
ご
と
に
金
融
機
関
に
納

め
に
い
く
手
間
が
は
ぶ
け
ま
す
。

▽
う
っ
か
り
納
め
忘
れ
る
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
一
度
の
手
続
き
で
、
毎
年
自

動
的
に
継
続
さ
れ
ま
す

手
続
き
は
、
町
指
定
の
金
融
機

関
お
よ
び
郵
便
局
で
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
の
で
、
口
座
振
替
依
頼
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
窓
口
で

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、
通

帳
、
届
出
印
、
保
険
税
の
納
付
書

な
ど
で
す
。

災
害
や
失
業
、
病
気
な
ど
の
特

別
な
事
情
に
よ
り
、
保
険
税
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
減
免
制
度
や

徴
収
猶
予
な
ど
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。本

年
度
か
ら
失
業
な
ど
に
よ
る

減
免
制
度
を
緩
和
し
て
い
ま
す
の

で
、
納
め
る
の
が
困
難
と
放
置
せ

ず
に
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

療
養
の
給
付

病
気
、
ケ
ガ
を
し
た
と
き
、
病

院
・
診
療
所
な
ど
の
窓
口
で
「
保

険
証
」
を
提
出
す
れ
ば
、
か
か
っ

た
医
療
費
の
３
割
も
し
く
は
２
割

の
負
担
で
治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

高
額
療
養
費
の
支
給

病
院
な
ど
の
窓
口
で
支
払
っ
た

医
療
費
の
自
己
負
担
が
上
位
所
得

者
12
万
１
８
０
０
円
（
医
療
費
が

60
万
９
０
０
０
円
を
超
え
た
場
合

は
そ
の
超
え
た
部
分
の
１
％
を
加

算
）
、
一
般
６
万
３
６
０
０
円
（
医

療
費
が
31
万
８
０
０
０
円
を
超
え

た
場
合
は
そ
の
超
え
た
部
分
の

１
％
を
加
算
）
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
３
万
５
４
０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ

越
え
た
場
合
、
そ
の
越
え
た
部
分

に
つ
い
て
申
請
す
れ
ば
払
い
戻
し

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

療
養
費
の
支
給

次
の
よ
う
な
理
由
で
、
か
か
っ

た
医
療
費
を
い
っ
た
ん
自
己
負
担

し
た
場
合
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ

り
、
国
保
の
審
査
を
経
て
決
定
し

た
額
の
７
割
も
し
く
は
８
割
に
つ

い
て
払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
輸
血
の
た
め
の
生
血
代
や
、

コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
補
装
具
代

▽
あ
ん
ま
、
ハ
リ
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
灸
な
ど
の
施
術
費

▽
柔
道
整
復
師
の
施
術
費

▽
や
む
を
得
な
い
理
由
で
国
保

の
取
り
扱
い
を
し
て
い
な
い
医
療

機
関
で
診
て
も
ら
っ
た
と
き

出
産
育
児
一
時
金

被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
保
険
証
、
母
子
健
康

手
帳
お
よ
び
振
込
先
の
わ
か
る
も
の

を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
１
件
＝
30
万
円

葬
祭
費

被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、

葬
祭
を
行
っ
た
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
保
険
証
、
葬
祭
を
行
っ
た
こ

と
を
証
明
で
き
る
も
の
お
よ
び
振

込
先
の
わ
か
る
も
の
を
添
え
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
１
件
＝
５
万
円

問
い
合
わ
せ
は
保
険
住
民
課

（
�
66
・
８
７
０
０
）
へ
。

Ｑ
国
保
で
受
け
ら
れ
る

主
な
給
付
は
？

3 3万円＋3 5万円×
被保険者数（擬制
世帯主以外）以下

3 3万円＋ 2 4万5千
円 × 被 保 険 者 数

（世帯主以外）以下

33万円以下

必要

不要

不要

２割

５割

７割

左の合計が1 3 8万
円以下

左の合計が 8 2万
円以下

33万円以下

軽減の種類 軽 減 基 準 所 得 ３人（世帯主を含む）世帯の時 申 請

軽 減 基 準 Ｑ
国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
制
度
っ
て
？

Ｑ
口
座
振
替
制
度
っ
て

ど
ん
な
制
度
？

Ｑ
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
が
困
難
な
時
は
？

Ｑ
国
保
っ
て
ど
ん
な
制
度
？

あ
な
た
の
骨
は
大
丈
夫
？

〈
事
例
〉

商
品
先
物
取
引
の
会

社
に
就
職
し
た
夫
の
大
学
時
代
の

後
輩
が
尋
ね
て
き
て
、
「
損
は
さ

せ
な
い
」
、
と
勧
誘
さ
れ
、
断
り

き
れ
ず
先
物
で
石
油
を
買
う
契
約

を
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
そ

の
石
油
の
価
格
が
値
下
が
り
し
た

の
で
、
さ
ら
に
追
加
の
お
金
が
必

要
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
た
と
聞
き

ま
し
た
。
主
人
は
商
品
先
物
取
引

に
つ
い
て
あ
ま
り
理
解
し
て
い
ま

せ
ん
。
商
品
先
物
取
引
と
は
ど
の

よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の

で
す
か
？

〈
回
答
〉

商
品
先
物
取
引
と

は
、
「
あ
る
商
品
」
を
「
将
来
の

一
定
期
間
」
に
「
今
の
時
点
で
取

り
決
め
た
価
格
」
で
取
引
す
る
こ

と
を
「
約
束
す
る
」
契
約
を
い
い

ま
す
。
主
な
商
品
に
は
金
、
プ
ラ

チ
ナ
、
石
油
、
と
う
も
ろ
こ
し
、

小
麦
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
期
日
ま

で
に
相
場
が
好
転
す
れ
ば
精
算
す

る
こ
と
に
よ
り
差
益
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
相
場
が

悪
化
す
れ
ば
損
金
が
発
生
し
ま

す
。商

品
先
物
取
引
は
株
取
引
と
違

い
、
取
引
額
の
５
％
か
ら
10
％
程

度
の
小
額
の
担
保
（
委
託
保
証
金
）

を
元
に
取
引
し
ま
す
の
で
、
た
と

え
ば
１
０
０
万
円
の
保
証
金
で
１

０
０
０
万
円
以
上
の
取
引
を
行
っ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
損
金
が
委
託
保
証
金
の
半
額

を
超
え
た
場
合
は
取
引
を
継
続
す

る
に
は
証
拠
金
を
追
加
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
取
引
の

追
加
や
精
算
の
都
度
、
業
者
に
高

額
な
手
数
料
を
支
払
う
必
要
が
あ

る
た
め
、
契
約
者
の
金
銭
的
な
負

担
は
大
き
く
な
り
ま
す
。
大
き
な

利
益
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
一

方
、
大
き
な
損
失
を
被
る
危
険
が

あ
り
、
ハ
イ
リ
ス
ク
、
ハ
イ
リ
タ

ー
ン
の
投
資
で
す
。

商
品
先
物
取
引
を
行
う
に
は
取

引
の
仕
組
み
や
相
場
に
関
す
る
高

度
な
知
識
が
要
求
さ
れ
、
一
般
素

人
に
は
無
理
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
「
絶
対
儲
か
る
」
な
ど
の
外

務
員
の
言
葉
を
鵜
呑
み
に
す
る
の

は
非
常
に
危
険
で
す
。

疑
問
な
点
は
、
消
費
生
活
相
談

コ
ー
ナ
ー
（
�
66
・
１
１
１
０
）

へ
。

＞135＜ 商品先物取引の仕組み

６月から個別検診実施

中高年になると増えてくる、ガン、心臓病、脳卒中、高

血圧など、一般に生活習慣病とよばれる病気は、日ごろ生

活習慣に深く根ざした病気です。これらの病気は、早期発

見、早期治療がなにより大切です。国保では人間ドックの

受診費用などの助成を行っています。ぜひご利用ください。

【助成対象者】

次の条件を全て満たす人。

�４月１日現在の年齢が35歳以上の人

�引続き６カ月以上国保に加入している人

�国民健康保険税を滞納し

ていない人

【受診対象：受診場所】

�町が実施する各種検診、

ガン検診など：町保健センタ

ーまたは指定医療機関

�人間ドック：市立川西病

院

助成額および申請方法など

問い合わせは、保険住民課

（�66－8700）へ。

事前に保険住民課へ申請

することで助成券を発行

受診後保険住民課へ申請

することで費用額を返還

事前に保険住民課へ申請

することで助成券を発行

保健センター
での集団検診

指定医療機関
での個別検診

市立川西病院

町が実
施する
健康診
査

全　額

全　額

31,500円

対　　象 助成額 申 請 方 法

国民健康保険健康診断等助成額・申請方法

２００２健康福祉まつり開催

「8020」の人募集

8 0歳以上で自分の歯を

2 0本以上お持ちの方は、福

祉まつりで表彰します。当

日午前1 0時から正午までの

間に歯科検診会場に

お越しください。

６月２日（日）午前1 0時～午後３時文化体育館・総合公園で

その他、多彩なイベントを用

意していますので、家族揃って

ご参加ください。問い合わせは、

保健センター（�66－1000）へ。

「 人 が い て

ぬくもりがあって

人がいて」

講師＝レッツゴー正児さん

漫才・講演活動で活躍

中のレッツゴー正児さん

を迎え、より豊かな社会

生活を送るための人間づ

くりを、笑いあり、

涙ありでつづ

ります。

Ｑ
国
民
健
康
保
険
税
を

滞
納
す
る
と
？

社
会
保
険
や
国
保
な
ど
、

い
ず
れ
か
の
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
ま
す
か
。
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
な
い
と
、

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に

た
と
え
国
保
に
加
入
し
て
も
、

国
保
に
加
入
す
べ
き
日
（
社

会
保
険
が
切
れ
た
時
点
も
し

く
は
本
町
に
転
入
し
た
時
）

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
加
入
し
て
い
な
い
人

は
、
至
急
手
続
き
を
し
ま
し

ょ
う
。

昨年度、町ぐるみ健診を受診した人のうち、要
指導・要医療に該当した人は9 0％にものぼってい
ます。時間の都合などで町ぐるみ健診が利用でき
ない人は、個別検診を利用しましょう。自覚がな
いからといって油断せず、定期的に検診を受けま
しょう。

年年 にに 一一 度度 はは
健健 康康 チチ ェェ ッッ クク をを ！！

個別検診を行う医療機関

※基＝基本健診　肺＝肺がん検診　乳＝乳がん検診
子＝子宮頸がん検診　大＝大腸がん検診

雇用状態が低迷する中におい

ても、依然として外国人が不法

に就労している状況がみられま

す。「短期滞在」などの在留資

格で入国したにもかかわらず就

労したり、在留期間を経過して

不法残留をしながら就労するな

どの不法就労者もいます。

働くことが認められていない

在留資格の外国人や、不法残留

となっている外国人を雇用する

ことはできません。外国人を雇

用する際は、その外国人のパス

ポートで残留資格と在留期間を

確認するようにしてください。

問い合わせは、川西警察署

（�55－0110）へ。

不法滞在・不法就労防止に
ご協力を 川西警察署より


